
書　　評（戸浪）389

小
川
原
正
道
著

『
大
教
院
の
研
究

　

―
明
治
初
期
宗
教
行
政
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裕
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本
書
は
、
著
者
が
「
序
」
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
大
教
院
の
設

置
か
ら
そ
の
制
度
、
活
動
、
そ
し
て
崩
壊
ま
で
の
過
程
を
論
じ
た
も

の
で
あ
る
。
し
か
も
本
書
は
、
近
代
日
本
政
治
史
の
分
野
か
ら
の
研

究
と
い
う
点
に
特
色
が
あ
る
。
著
者
も
述
べ
て
い
る
こ
と
だ
が
、
従

来
の
大
教
院
に
関
す
る
研
究
は
、
主
に
仏
教
史
学
者
や
神
道
史
学
者

に
よ
る
も
の
が
多
く
、ま
ず
仏
教
史
の
分
野
か
ら
は
、辻
善
之
助
『
明

治
仏
教
史
の
問
題
』（
立
文
書
院
、
昭
和
二
十
四
年
）・
吉
田
久
一
『
日

本
近
代
仏
教
史
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
三
十
四
年
）、
ま
た
神
道

史
の
分
野
で
は
、
阪
本
健
一
『
明
治
神
道
史
の
研
究
』（
国
書
刊
行
会
、

昭
和
五
十
八
年
）
な
ど
が
、
そ
の
代
表
的
な
研
究
で
あ
っ
た
と
言
え

よ
う
。
し
か
し
本
書
の
よ
う
に
、
大
教
院
の
設
立
か
ら
崩
壊
ま
で
の

過
程
を
詳
細
に
考
察
し
た
も
の
、
あ
る
い
は
大
教
院
に
関
す
る
専
門

書
は
、
こ
れ
ま
で
皆
無
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
本
書
は
、
大
教
院

に
関
す
る
最
初
の
本
格
的
な
研
究
と
し
て
、
研
究
史
上
に
位
置
づ
け

る
こ
と
が
で
き
る
。
本
書
の
最
大
の
価
値
は
、
ま
さ
に
こ
の
点
に
こ

そ
あ
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
著
者
は
「
あ
と
が
き
」
で
、
明
治
初
期
の
宗
教
政
策
に
対
す

る
評
価
や
解
釈
、
あ
る
い
は
理
論
研
究
の
在
り
方
に
触
れ
て
、「
政

策
の
意
図
、
決
定
過
程
、
施
行
状
況
、
そ
し
て
世
論
の
反
応
と
い
っ

た
個
別
事
象
の
実
証
が
前
提
と
な
る
」（
二
三
九
頁
）
と
述
べ
て
い
る

が
、
こ
れ
が
本
書
全
体
を
貫
く
基
本
姿
勢
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

同
時
に
、「「
政
教
一
致
」「
祭
政
一
致
」
が
公
然
と
掲
げ
ら
れ
た
当

時
の
宗
教
政
策
に
つ
い
て
は
、
政
治
史
的
あ
る
い
は
法
制
史
的
観
点

も
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
本
書
で
は
こ
う
し
た
視
座
な
い
し
資
料
も

重
視
し
た
」（
同
上
）
と
、
著
者
が
述
べ
て
い
る
こ
と
も
見
逃
す
こ

と
は
で
き
な
い
。
こ
こ
に
本
書
の
大
き
な
特
色
が
あ
る
が
、
そ
れ
は

当
時
の
宗
教
政
策
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
動
向
が
、「
い
ず
れ
も
政

治
的
視
座
を
軽
視
し
え
な
い
問
題
で
あ
る
」（
二
四
〇
頁
）
と
、
著
者

が
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

本
書
は
全
六
章
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
基
に
な
っ

て
い
る
の
は
、
著
者
が
平
成
十
一
年
か
ら
同
十
五
年
に
か
け
て
発
表

し
て
き
た
論
文
、
そ
し
て
学
会
報
告
で
あ
る
。
ま
た
章
立
て
を
見
れ

ば
分
か
る
よ
う
に
、
本
書
は
単
に
大
教
院
の
設
立
か
ら
崩
壊
ま
で
の

過
程
を
た
ど
る
の
み
な
ら
ず
、
さ
ら
に
進
ん
で
、
教
部
省
の
廃
止
ま

で
を
論
じ
た
研
究
書
と
な
っ
て
い
る
。

　

著
者
が
「
序
」
で
ま
と
め
て
い
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
次
に
、
評
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者
な
り
の
簡
単
な
内
容
紹
介
を
ま
と
め
て
み
た
い
。

　

第
一
章
は
「
大
教
院
の
成
立
」
を
扱
う
。
本
章
で
は
、「
大
教
院

の
設
立
過
程
、
お
よ
び
そ
の
制
度
や
活
動
内
容
に
つ
い
て
は
未
だ

顕
著
な
研
究
成
果
を
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、「
明
治
前
期
の
大
教
院

や
神
道
事
務
局
の
制
度
は
、
不
明
な
点
が
多
い
」（
秋
元
信
英
「
明
治

九
年
の
石
川
県
神
官
教
導
職
会
同
」『
日
本
歴
史
』
四
〇
八
、
昭
和
五
十
七

年―

評
者
註
）
の
が
現
状
で
あ
る
」（
三
頁
）
と
い
う
問
題
意
識
か
ら
、

国
立
公
文
書
館
・
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
の
行
政
公
文
書
、
国
立

国
会
図
書
館
所
蔵
『
社
寺
取
調
類
纂
』、『
摂
信
上
人
勤
王
護
法
録
』、

そ
し
て
著
者
の
探
索
に
よ
っ
て
見
出
さ
れ
た
芝
・
増
上
寺
の
諸
史
料

（『
増
上
寺
日
鑑
』
な
ど
）
を
駆
使
し
て
、
大
教
院
の
設
立
建
議
か
ら
実

際
に
設
立
に
至
る
過
程
、
設
立
当
初
の
組
織
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て

い
る
。
最
後
に
、
教
部
省
内
の
権
力
闘
争
か
ら
、
仏
教
側
と
協
力
し

て
教
部
省
開
設
に
尽
力
し
た
高
官
が
省
内
か
ら
姿
を
消
し
、
代
わ
っ

て
神
道
系
薩
摩
閥
官
僚
の
勢
力
が
伸
張
し
て
く
る
と
、
大
教
院
は
神

仏
合
同
機
関
へ
と
転
化
し
、
さ
ら
に
神
主
仏
従
の
色
を
濃
く
し
て
い

く
こ
と
、
仏
教
側
と
教
部
省
の
神
道
系
官
員
の
大
教
院
に
対
す
る
姿

勢
は
、「
大
教
院
規
則
」
の
建
白
案
と
、
そ
の
成
案
と
の
相
違
に
端

的
に
表
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
大
教
院
を
め
ぐ
る
神
仏
間
の
相
違
は
、

真
宗
教
団
の
大
教
院
分
離
運
動
に
収
斂
さ
れ
て
い
く
こ
と
、
神
道
主

義
へ
と
傾
斜
し
て
い
く
大
教
院
の
設
立
過
程
は
、
仏
教
側
の
反
発
と

同
時
に
、
仏
教
側
の
妥
協
と
協
力
の
過
程
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
。
本
章
で
は
、
明
治
六
年
大
晦
日
の
大
教
院
放
火
事
件
の
際

に
焼
失
し
た
と
さ
れ
る
増
上
寺
の
大
教
院
関
係
史
料
が
、
著
者
の
探

索
に
よ
っ
て
新
た
に
見
出
さ
れ
、
い
く
ら
か
そ
の
実
態
が
把
握
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
、
そ
の
注
目
す
べ
き
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ

る
が
、
こ
の
こ
と
の
研
究
史
上
の
意
義
は
大
き
い
と
言
え
よ
う
。
こ

れ
ら
の
史
料
は
、
い
ず
れ
何
ら
か
の
形
で
の
刊
行
が
望
ま
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
（
た
だ
し
『
増
上
寺
日
鑑
』
に
つ
い
て
は
、
著
者
の
引
用
と
必

ず
し
も
同
じ
で
は
な
い
が
、
村
上
専
精
・
辻
善
之
助
・
鷲
尾
順
敬
編
『
明
治

維
新
神
仏
分
離
史
料
』
全
五
巻
、
株
式
会
社
東
方
書
院
、
大
正
十
五
～
昭
和

三
年
に
、
わ
ず
か
な
が
ら
翻
刻
が
な
さ
れ
て
い
る
）。

　

第
二
章
の
「
大
教
院
の
活
動
と
実
態
」
は
、
直
接
的
に
前
章
の

制
度
に
関
す
る
論
述
を
受
け
て
、
明
治
六
年
六
月
の
開
院
祭
典
以

降
、
大
教
院
の
業
務
が
い
か
に
執
行
さ
れ
、
変
容
し
て
い
た
の
か
を

論
じ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
大
教
院
の
業
務
を
、
大
き
く
①
教
導
職
養

成
、
②
儀
式
・
説
教
、
③
教
化
指
導
、
④
資
金
管
理
の
四
つ
に
整
理
し
、

そ
れ
ぞ
れ
詳
細
な
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。
最
後
に
著
者
は
、
大
教

院
を
「
仏
教
側
に
と
っ
て
は
廃
仏
毀
釈
か
ら
失
地
回
復
し
、
民
衆
教

化
に
参
加
し
て
い
く
人
材
養
成
機
関
と
し
て
必
要
と
さ
れ
、
一
方
神

道
側
に
と
っ
て
は
従
来
の
民
衆
教
化
に
お
け
る
主
導
的
立
場
の
象
徴

と
し
て
演
出
、
利
用
さ
れ
た
の
が
大
教
院
で
あ
っ
た
」（
八
四
頁
）
と

位
置
づ
け
た
上
で
、
両
者
の
思
惑
は
、
両
者
の
対
立
と
人
材
・
資
金

不
足
に
頓
挫
し
た
こ
と
、
神
殿
儀
式
や
講
堂
説
教
も
、
内
容
の
不
統
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一
や
神
仏
間
の
対
立
、仏
教
側
の
反
発
、教
導
職
の
能
力
不
足
に
よ
っ

て
少
な
か
ら
ぬ
混
乱
を
き
た
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
教
部
省
の
大
教

院
評
価
は
低
く
、
仏
教
側
が
設
立
し
た
と
い
う
建
前
か
ら
資
金
的
に

は
放
置
し
つ
つ
、
都
合
が
悪
く
な
れ
ば
介
入
し
て
修
正
し
、
教
化
の

テ
コ
入
れ
は
教
部
省
の
直
接
関
与
に
よ
っ
て
行
お
う
と
す
る
姿
勢
が

窺
わ
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
何
よ
り
も
当
時
の
政
府
の
方
針
が
、
宗
教

と
教
育
の
分
離
、
教
育
の
重
視
と
教
化
の
軽
視
へ
と
傾
い
て
い
た
こ

と
な
ど
、
そ
の
運
営
上
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

第
三
章
は
「
大
教
院
時
代
の
民
衆
教
化―

東
京
府
の
事
例―

」
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
教
部
省
が
最
も
重
視
し
た
は
ず
の
首
都
東
京
に
お

け
る
教
化
活
動
に
関
す
る
研
究
が
、
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
と
い

う
問
題
意
識
か
ら
、
東
京
府
に
お
け
る
民
衆
教
化
政
策
の
形
成
・
展

開
を
考
察
し
、
そ
の
特
徴
と
し
て
、
東
京
府
に
お
け
る
大
教
院
の
教

化
政
策
は
、
い
ず
れ
も
全
国
に
先
駆
け
て
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
、

政
策
運
営
に
と
っ
て
有
利
な
条
件
が
揃
っ
て
お
り
、
ま
ず
東
京
に
お

い
て
試
験
的
に
実
施
し
、
こ
れ
を
全
国
的
に
拡
大
し
て
い
く
と
い
う

方
針
が
と
ら
れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
「
神
仏
間
の
矛
盾
」
を
も
、
全
国

的
に
先
駆
け
て
顕
在
化
さ
せ
て
い
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

こ
の
第
二
章
と
第
三
章
は
、
著
者
の
最
新
の
論
考
「
明
治
初
期
大

教
院
に
お
け
る
民
衆
教
化
活
動―

講
堂
説
教
・
説
教
テ
キ
ス
ト
の
分

析
を
中
心
に―

」（
明
治
維
新
史
学
会
編
『
明
治
維
新
と
文
化
』
吉
川
弘

文
館
、
平
成
十
七
年
所
収
）
と
、
あ
わ
せ
て
読
ま
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
論
考
で
は
、
と
く
に
第
二
章
で
論
じ
た
こ
と
を
も
と
に
、
大
教

院
の
開
講
か
ら
解
散
に
至
る
ま
で
の
教
化
の
方
針
や
説
教
活
動
・
説

教
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
内
容
と
そ
の
変
遷
に
つ
い
て
、

ま
ず
教
化
方
針
や
説
教
内
容
か
ら
大
き
く
三
つ
の
時
期
区
分
を
行
っ

た
上
で
論
じ
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
深
く

大
教
院
の
国
民
教
化
活
動
が
理
解
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

　

第
四
章
は「
大
教
院
の
崩
壊―

島
地
黙
雷
の
大
教
院
分
離
運
動―

」

で
あ
る
。
島
地
黙
雷
を
主
導
者
と
す
る
大
教
院
分
離
運
動
は
、
大
教

院
を
解
散
に
至
ら
し
め
た
最
大
の
要
因
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
も
多

く
の
優
れ
た
先
学
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
著
者
は
、
幕
末
維

新
期
に
お
け
る
黙
雷
の
活
動
か
ら
大
教
院
分
離
運
動
の
展
開
過
程
を

叙
述
す
る
と
と
も
に
、
建
白
活
動
を
通
し
て
の
黙
雷
の
活
動
と
、
と

り
わ
け
運
動
を
成
功
に
至
ら
し
め
た
木
戸
孝
允
・
伊
藤
博
文
・
宍
戸

璣
に
代
表
さ
れ
る
長
州
閥
政
府
要
人
と
の
密
接
な
連
繋
に
重
点
を
置

い
て
考
察
し
て
い
る
。
著
者
は
大
教
院
分
離
運
動
を
、「
黙
雷
と
長

州
閥
要
人
、
な
か
ん
ず
く
木
戸
孝
允
と
の
連
携
を
顧
み
た
時
、
彼
の

主
張
は
「
薩
摩
対
長
州
」
と
い
う
権
力
闘
争
の
構
図
の
中
に
位
置
付

け
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
大
き
く
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
近
代
化
と

い
う
「
明
治
」
へ
の
過
渡
期
の
主
張
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
ね
ば
な

ら
な
い
」（
一
六
八
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

第
五
章
の
「
大
教
院
放
火
事
件
」
で
は
、
吉
田
久
一
『
日
本
近
代

仏
教
史
研
究
』
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
も
の
の
、
わ
ず
か
数
行
程
度
で
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止
め
ら
れ
て
お
り
、
事
件
の
性
格
上
、
そ
の
「
よ
り
詳
細
な
解
明
が

求
め
ら
れ
る
」（
一
八
一
頁
）
と
い
う
問
題
意
識
か
ら
、
東
京
都
公
文

書
館
所
蔵
文
書
・「
社
寺
取
調
類
纂
」・
増
上
寺
現
存
史
料
な
ど
を
用

い
て
、
放
火
事
件
の
発
生
か
ら
火
災
原
因
の
追
及
、
放
火
犯
の
逮
捕
・

裁
判
、
神
殿
お
よ
び
本
堂
の
再
建
に
至
る
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
を
詳
細

に
論
じ
、
そ
の
上
で
事
件
の
特
徴
、
大
教
院
分
離
運
動
と
の
関
係
に

つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
著
者
は
こ
の
事
件
を
、「「
神
仏
混
淆
」
の
大

教
院
に
お
け
る
「
仏
教
側
の
神
道
側
へ
の
反
発
」（
分
離
運
動
）
と
は

異
な
っ
た
、「
神
道
側
の
仏
教
側
へ
の
反
発
」
を
象
徴
し
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
」（
一
九
九
頁
）
と
位
置
づ
け
て
お
り
、
本
章
は
前
章

と
同
じ
く
、
大
教
院
の
解
散
要
因
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
と
言
え

よ
う
。

　

本
書
の
最
終
章
は
「
教
部
省
の
廃
止
過
程
」
を
扱
う
。
大
教
院
解

散
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
教
部
省
の
廃
止
が
、「
最
終
的

に
如
何
な
る
過
程
を
経
て
教
部
省
が
廃
止
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、

必
ず
し
も
詳
ら
か
で
な
い
の
が
現
状
」
で
あ
り
、
阪
本
是
丸
・
谷
川

穣
両
氏
の
研
究
に
も
見
る
べ
き
点
は
多
い
も
の
の
、「
最
終
的
な
廃

止
に
至
る
過
程
や
、
そ
の
推
進
力
で
あ
っ
た
長
州
閥
グ
ル
ー
プ
の
動

き
に
つ
い
て
は
、
な
お
検
証
・
整
理
が
必
要
」、
さ
ら
に
中
島
三
千

男
氏
の
教
部
省
廃
止
・
内
務
省
社
寺
局
発
足
が
、
明
治
の
神
社
行
政

上
き
わ
め
て
重
大
な
変
化
で
あ
っ
た
と
い
う
指
摘
は
あ
る
が
、「
こ

の
変
化
は
少
な
か
ら
ぬ
意
味
を
持
ち
、
そ
れ
だ
け
に
、
さ
ら
な
る
検

証
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
」（
二
〇
七
頁
）
と
い
う
問
題
意
識
か
ら
、

教
部
省
の
廃
止
過
程
を
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。
こ
こ
で
著
者
が
重
視

し
て
い
る
の
は
、
第
四
章
と
同
じ
よ
う
に
、
島
地
黙
雷
と
長
州
閥
政

府
要
人
た
ち
の
活
動
で
あ
り
、
彼
ら
の
連
携
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で

も
、
著
者
が
紹
介
し
て
い
る
伊
藤
博
文
の
教
部
省
廃
止
案
は
、
こ
れ

ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
だ
け
に
興
味
を
惹
く
。
著
者
は
こ
の
廃

止
案
を
、
そ
の
内
容
か
ら
、
島
地
黙
雷
・
木
戸
孝
允
・
伊
藤
博
文
ら

三
者
の
共
同
合
作
と
見
て
い
る
。

　

以
上
、
何
分
専
門
を
異
に
す
る
ゆ
え
、
誤
読
・
誤
解
を
犯
し
た
可

能
性
も
多
分
に
あ
る
が
、
評
者
な
り
に
内
容
紹
介
を
試
み
た
。
先
述

し
た
よ
う
に
本
書
は
、
大
教
院
に
関
す
る
最
初
の
本
格
的
な
研
究
と

い
う
点
に
最
大
の
価
値
が
あ
り
、少
な
く
と
も
今
後
、大
教
院
（
体
制
）

の
研
究
の
み
な
ら
ず
、
明
治
初
期
に
お
け
る
宗
教
行
政
史
の
研
究

は
、
本
書
を
通
過
せ
ず
に
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
と

く
に
評
者
の
よ
う
に
、
宗
教
史
的
な
観
点
か
ら
大
教
院
（
体
制
）
を

見
て
い
る
者
に
と
っ
て
、
著
者
の
政
治
史
的
あ
る
い
は
法
制
史
的
な

観
点
に
は
、
看
過
さ
れ
や
す
い
だ
け
に
学
ぶ
べ
き
点
は
き
わ
め
て
多

い
。
た
だ
、
評
者
と
し
て
少
し
気
に
な
っ
た
点
は
、
か
つ
て
阪
本
是

丸
氏
が
指
摘
し
た
当
時
の
宗
教
行
政
を
め
ぐ
る
左
院
の
動
向
に
つ
い

て
、
本
書
で
は
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
（
た

だ
し
、
全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
）。
こ
れ
は
、
と

く
に
第
六
章
と
関
係
す
る
が
、
黙
雷
ら
の
信
教
自
由
・
政
教
分
離
論
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に
接
す
る
な
か
で
、
左
院
も
教
部
省
廃
止
へ
と
動
き
出
す
。
こ
う
し

た
動
向
が
政
治
史
的
に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
、
著
者

に
お
聞
き
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
対
象
が
対
象
だ

け
に
、
政
治
史
的
に
も
看
過
で
き
な
い
問
題
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
大
教
院
の
活
動
し
て
い
た
時
期
は
、
い
わ
ゆ
る

国
家
神
道
の
成
立
と
ダ
イ
レ
ク
ト
に
繋
が
る
だ
け
に
、
国
家
神
道
批

判
の
立
場
か
ら
、
か
な
り
批
判
的
な
内
容
を
含
む
研
究
が
多
い
な
か

に
あ
っ
て
、
本
書
の
内
容
は
全
体
的
に
穏
健
中
正
で
あ
る
。
こ
う
し

た
点
か
ら
も
、
本
書
は
広
く
斯
界
に
迎
え
ら
れ
る
も
の
と
確
信
す
る
。

会
員
諸
氏
の
み
な
ら
ず
、
広
く
一
般
読
者
に
も
、
ご
一
読
を
お
薦
め

す
る
次
第
で
あ
る
。

　
（�

慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
平
成
十
六
年
八
月
、
Ａ
５
判
、
二
四

〇
頁
、
本
体
三
八
〇
〇
円
）

（
國
學
院
大
學
大
学
院
博
士
課
程
後
期
）


